
１ 学校の教育目標 

 

 

２ 学校経営の方針 

 

 

 

 

３ 学校経営の大綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集・構想 × 行動 × 振り返り ＝ 自立性の伸長 

４ 生徒指導の重点 

 

 

(1) いじめ等の問題行動と防止について理解し、適切に行動する力を高める。 

(2) 授業や学校行事等で、自己決定、自己選択の場を設定し、自己存在感を高め、自己実現を図ることができるようにする。 

(3) 教師と児童、児童同士のふれ合いを基盤に対話のある授業づくりに努める。 

(4) 家庭、地域社会、社会教育団体との連携を深め、指導に努める。 

 

５ 学習指導の重点 

 

 
研究の視点  (1) 子供の読解力を高め、対話的な活動を生むための単元構想の在り方 

(2) 授業の中で子供の対話力を高めるための手立ての在り方 

自分や人を大切にし、よさをつくり上げる「自啓の子」 ―安心・安全な教育環境とよりよい学校づくり― 

研究主題：子供の読解力・対話力の育成 ～関わり合って学ぶ授業づくりを通して～ 

・自他の命の重み－危険回避能力 

・基本的生活習慣－「早寝 早起き 朝

ごはん」運動、食育  メディア・コントロール 

・めあてをもって取り組む体力つ

くり 

・対話によるくらしの充実  

・思いやりの心の醸成 

学級目標の実現、あいさつ運動、

縦割り班活動・掃除、幼小接続 

・いじめの予防と早期対応 

・基礎基本の確実な習得（ペースに

合った学習、自己選択、自己調整） 

・探究的な学習（子供の問い、個別

と協働、体験、社会参画） 

・言語能力、対話、ICT、表現活動 

「自らを啓
ひら

く」―自分で考え行動し、生き方を高める子供― 

校訓「自啓」につながる子供の願い 

・よりよくなりたい 

・自分で決めたい、選びたい 

・役立ちたい 

 

地域・家庭・学校との連携  

・地域人材との連携 

・地域行事への積極的参加 

・子供の安全を確保する協力体制 

 

 

健やかな体 
健康な体つくりに励み、 
命を大切にする子供 

○個が育つ教育…自分づくり（個別最適な学び）と対話（協働的な学び）によって、「生きる力」の育成を目指す。 

○「チーム寺家」の推進…子供と向き合い、全教職員が互いに協力して業務改善を推進し、学校力の向上を目指す。 

○地域とともにある学校…子供の成長へのゆるぎない信頼を保護者や地域と共有し、協働する学校づくりを目指す。 

目指す教師像  

・傾聴に努め、信頼関係を築く教師 

・子供を理解し、任せ支える教師 

・ホット(心)でクール(頭)な教師 

                                 

確かな学力 
主体的に知識や技能を身に付け、

自分で学べる子供 

豊かな心 
思いやりとしなやかさをもった 

心豊かな子供 

○じぶん 

自己実現 

自ら立つ（自立） 
自分で考えて行動し、その行動に責任をもつ 

自ら学ぶ（自学） 

よりよくなろうと学び、挑戦し続ける 

共育 地域のために何ができるかという視点を 
・学校の情報伝達（各種たより、HP、安心メール） 

・親学び、子育て講座 

・個別、学級、学年懇談会  学校運営協議会 

○けじめ 

善と悪 

○いのち 

命の重み 


